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ＣＥＯ実用主義の大統領 明博の心の軌跡』 （現文メディア 八年）の中で、夜明 前から始まる母の祈りや知恵を通じて貧しくても現











た経済的な貧困、第二に青年期に影響を受けたと思われる日本の維新思想、第三に軍隊生活で経験した様々な挫折感、第四に権力志向である。朴正煕著 『韓民族の進むべき道』 、 『国家・民族・私』 〈朴正熙選集① ②〉（鹿島研究所出版会 　一九七〇年）では、李承晩自由党の独裁一二年の失策と張勉民主党政権に対する無能さに対する当時の心境と覚悟 述べ、五 ・一六軍事クーデターの歴史的正当性を主張している。金大中（第一五代大統領）
　金大中は、一九二五年に全羅南道











の夢』 （現代書館 　 三 ）は、盧武鉉へのインタビュー、息子や支援者による盧武鉉の紹介、そ 盧武鉉自身の手記をまとめたものである。 盧武鉉は自分 人生を 「シジフォスの神話」に例えている。 「成功と失敗はいつも表裏一体であり、いつも喜びよりは痛みを感じた。大きな山を越えると、より高くて険しい峰が私の行く手をふさいでいた」 、 と心情を述べている。盧武鉉著『私 韓国を変える』 （朝日新聞社 　二〇〇三年）は、海洋水産大臣を務めた八カ月間に経験したリーダーシップに関する考えをまとめたものであ 。組織を統率するためには愛情と情熱が何よりも重要であり お互い 怒哀楽、希望と絶望を分かち合う、これが盧武鉉のリーダーシップに関する基本的な考え方であるという。
（にかい 　ひろゆき／アジア経済研究所図書館）
レファレンスコーナー伝記から読む韓国歴代大統領
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